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自動車リサイクル第49回合同会議ヒアリング
2020・9・25

ユーザーの視点から見た
自動車リサイクル制度

理事長 鬼沢良子
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全国の地域リーダーと共に実施する
体験型普及啓発のための研修①

◆ 2017年川越市（メタルリサイクル㈱ 全国から20名 小冊子1,885冊の希望あり）

★主な質問のキーワード
・リサイクル料金を預託する自動車の種類 ・路上保管
・生産者責任 ・ＡＳＲの処分 ・特預金のユーザーへの返還
・リユース、リビルト部品の市場と品質保証
・行政代執行費用の回収 ・海外へ出た日本車の最終処分
・JARC情報システムの改善費用

★ 自動車リサイクル制度に関して新鮮だったこと
・リサイクル率の高さ ・リサイクル料金の流れ ・特預金の存在、使われ方
・利用者の役割分担 ・自動車会社自らの製造責任が感じられる良い制度

【全体】
・リサイクル料金を払っている人の関心が薄いのは残念
・多面的な参加者の質問やコメントも多岐にわたり、質問への応答も内容を深めるのに
大変役立ち、色々刺激された ・「ESDアクティブラーニング」用の教材にしたい
・ネット情報等では知り得ない様々なことを学んだ ・様々な機会に紹介説明したい
・資源循環の仕組みや有り方について深く考え、ﾘｻｲｸﾙｼｽﾃﾑとその技術に信頼できた
・電気自動車やハイブリッド車のリチウムイオン電池の適正処理とリユース市場
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元気ネットが作成した

普及啓発用小冊子



◆ 2018年愛知県（ニュー岩田㈱、いその㈱、豊田メタル㈱ 17名）

北九州市（西日本ｵｰﾄﾘｻｲｸﾙ㈱、北九州エコタウン 20名）

◆ イベントにて認知度調査、小冊子を活用するためのマニュアル作成
【３Ｒ推進キャンペーンイベント もったいないぞ日本！】

対象：運転免許有の方（自家用車あり、なしで区別） 回答者数：118名

Ｑ１：リサイクル料金の預託・・・自家用車あり約６割が「知っている」、自家用車なしは約３割

Ｑ２：リサイクル料金の使いみち・・・全体の８割以上が「知らない」（３部品）

Ｑ３：リユース部品・・・自家用車あり約86％が「知っている」、自家用車なしでも66％

Ｑ４：修理の際に、リユース・リビルト部品を使う・・・使わない約５～６割

Ｑ５：特預金・・・９割近くが知らない、使われ方には好意的
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全国の地域リーダーと共に実施する
体験型普及啓発のための研修②

マニュアル

【講義】特に印象的・新鮮と感じた部分
0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

豊島事件

自動車の処理プロセス

使用済自動車を巡る環境問題

抹消登録台数

今後の方向性

その他

【小冊子】特に印象的・新鮮と感じた部分
0.0% 10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%70.0%

自動車リサイクルの流れ

リユース部品

行政代執行

使用済自動車のﾘｻｲｸﾙ処理の流れ…

特預金

その他

話す時間に対応
した提供情報
（15分,30分,60分）







① 購入時にリサイクル料金を支払うことは、資源を有効利用するために消費者と

して当然であると考えるようになった。（スライド８より）

② 上記の感想はとても重要。工場見学と勉強会で、意識が変わり、通常から情報発信

の場を持っている人は、その機会を活かし自ら発信する行動に至っている。

③ 海洋プラごみや自然災害の多発等で、一般消費者の環境に対する意識や、資源循環

の重要性の認識が高まりつつある。

④ 自家用車を所有していなくても、自動車の恩恵には、ほとんど全ての人が浴してい

ると言える。購入時に「預託」する制度があるのは日本とオランダだけ。

制度はうまく回っているが、素材の多様化に対する対応と更なる発展。

⑤ リサイクル料金が、3品目のリサイクルに使われ、自動車のリサイクル率は99％で

あることや、預託金で、不法投棄や東日本大震災の番号不明車の処理に使われた

ことを知ることで、リサイクル料金の使われ方と制度の有効性に関して納得する。

⑥ 工場見学と勉強会を同日に行うと、意識の変化が起こり行動の変容につながる。

その際に、専門家の説明と一般市民の理解の間を取り持つ人材を育成し、増やす

必要がある。研修を受けるための支援制度が必要。個人任せでは難しい。

⑦ ユーザーが自動車リサイクル制度をよく知ることで、循環型社会形成へ貢献して

いるという意義を感じられる。

⑧ 近年の自然災害による被災自動車増加への対応に、各地の声と好事例をアップデート。
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視察や体験型研修会から見えてきたこと


